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新春伝統芸能発表会特 集

新井八幡神社太々神楽講
春のお祭りで奉納されます

（４月中ごろ）

常将神社太々神楽部
春のお祭りで奉納されます

（４月中ごろ）

大宮神社獅子舞保存会
春のお祭りで奉納されます

（４月中ごろ）

広馬場神楽舞保存会
春のお祭り奉納されます

黒髪山神社 （４月はじめ） ・ 聖宮神社 （４月中ごろ）

宿稲荷神社獅子舞保存会
早春のお祭りで奉納されます

（２月はじめ頃）

南新井獅子舞保存会
秋のお祭りで奉納されます

（10月中ごろ）

※お祭りでの舞の奉納はどなたでも見学できます。
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　常将神社の太々神楽は、明治時代後期に消滅しましたが、氏子
等の熱意により現在の神楽殿が建設され、大正15年４月（1926年）
に再興を果たしました。

　再興100周年となる太々神楽は、４月12日（日）午前９時30分
から常将神社の春季例大祭で奉納され、演目では、永らく演じら
れていなかった「蛭子（ひるこ）の舞」を復活するほか、子ども
神楽も披露されます。会場となる境内には、山子田地内の各区親
睦会も出店し、お祭りムードを盛り上げますので、多くの皆さん
のご観覧をお待ちしております。� 神楽保存会長　柳岡武夫

常将神社神楽保存会より 再興 100 周年を迎えます
－常将神社太々神楽－

▲

中
学
生
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

蓋
を
溶
か
し
て
作
っ
た
お
守

り
や
神
楽
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど

▲

伝
統
芸
能
を
テ
ー
マ
に
学
習

を
す
る
榛
東
中
１
年
１
組
の

み
な
さ
ん

（
お
面
や
お
守
り

も
手
作
り
で
す
）

▲

舞
を
支
え
る
の
は
、
し
の
笛

や
太
鼓
の
音
。
会
場
全
体
に

響
き
渡
り
ま
す
。

▲

世
代
を
超
え
て
集
ま
る
担
い

手
。
若
手
舞
師
が
衣
装
に
身

を
包
み
、
次
の
世
代
へ
と
伝

統
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

▲

太
鼓
と
笛
の
音
に
合
わ
せ
て

表
現
さ
れ
る
神
楽
の
世
界

▲

何
度
も
集
ま
っ
て
練
習
を
重
ね
て
き
た
子
ど
も
獅
子
舞
が
、

お
母
さ
ん
方
の
し
の
笛
に
合
わ
せ
、
力
強
い
舞
を
披
露

▲

来
場
者
に
笑
顔
で
お
餅
を
配

る
子
ど
も
獅
子
舞
さ
ん

▲

衣
装
や
道
具
の
展
示
に
見
入
る
来
場
者
と
踊
り
を
終

え
た
舞
師

（３
月
末
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
）
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防
災
中
枢
機
能
施
設
整
備
事
業

み
ん
な
の
広
場
等
備
品
購
入
業
務

専決
処分

　
　
　
　
　
　

　
本
年
度
榛
東
村
消
防
団
に
入
団
し
た
３

人
の
女
性
団
員
が
ラ
ッ
パ
隊
に
配
属
さ

れ
、
１
月
11
日
開
催
の
消
防
団
出
初
め
式

に
お
い
て
着
用
す
る
女
性
用
の
制
服
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
制
服
の
製
作
に
約
１

カ
月
半
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
専
決
処
分

に
よ
り
、
補
正
予
算
を
計
上
し
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
新
た
に
整
備
す
る
公
民
館
の
「
み
ん
な
の
広
場
」「
み
ん
な

の
テ
ラ
ス
」「
し
ご
と
学
習
ス
ペ
ー
ス
」
で
使
用
す
る
備
品
を

購
入
す
る
も
の
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
業
者
選
定
を
採

用
し
、
公
募
し
た
結
果
１
社
の
参
加
申
込
が
あ
り
、
審
査
を
実

施
し
た
う
え
で
決
定
。

専
決
処
分
し
た
理
由

提
案
理
由

主な予算内容
歳　　　出歳　　　入

消防団運営費　�22万８千円財政調整基金　�22万８千円

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�

（
第
７
号
）

女
性
用
ラ
ッ
パ
隊
制
服
購
入

22万８千円
増 額

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

財産の
取得

取 得 財 産 備品一式（ソファ、テーブル、イス）

取 得 金 額 １７９８万５千円

取得の相手方
高崎市八島町20番地　ＫＳビル４Ｆ
有限会社　近藤金庫店　代表取締役　近藤　利弘

討
論

�

須
田　
仁
美 

議
員

　
今
回
の
業
者
選
定
で
は
、
１
社
の
み

の
応
募
で
あ
り
競
争
性
に
欠
け
、
選

定
基
準
か
ら
評
価
ま
で
の
資
料
の
提

示
が
十
分
で
な
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

�

生
方　
勇
二 

議
員

　
全
員
協
議
会
や
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
で
十
分
に
説
明
が
あ
り
、
最
良

な
形
で
備
品
を
使
用
で
き
る
よ
う
配

慮
し
た
方
式
で
あ
る
と
理
解
し
た
た

め
賛
成
し
ま
す
。

�

中
島
由
美
子 

議
員

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
最
も
適
し
た
方

式
だ
と
思
い
ま
す
が
、
１
社
の
み
と

い
う
こ
と
は
い
さ
さ
か
努
力
が
足
り

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
反
対

し
ま
す
。

反
対

反
対

賛
成

たくさん

　利用してね
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令和７年  第７回  臨時会（11月７日）
　
　
　
　
　
　

　
各
工
種
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
、側
溝
工
、掘
削
工
な
ど
）

の
数
量
確
定
見
込
み
に
伴
い
、
変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

提
案
理
由

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

契約
変更

防
災
中
枢
機
能
施
設

整
備
事
業

外
構
工
事
請
負

変
更
契
約工事の名称 令和６年度（債）榛東村防災中枢機能施設整備事業　外構工事

契 約 金 額
変更前

２億２４０万円 ➡ 変更後
１億９５６１万３千円

企 業 体
名 称

※南榛　岡部　榛東工業　令和６年度（債）榛東村防災中枢機能施
設整備事業　外構工事特定建設工事共同企業体

※南榛工業株式会社・株式会社岡部建設・有限会社榛東工業

条例
改正

条例
廃止

榛
東
村
中
央
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
及
び
榛
東
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

榛
東
村
児
童
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
榛
東
村
児
童
館
の
運
営
を
11
月
末
で
終
了
す
る
た
め
、
当
該

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

討
論

�

中
島
由
美
子 

議
員

　
児
童
福
祉
法
第
40
条
に
基

づ
く
児
童
厚
生
施
設
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
施

設
だ
と
考
え
る
た
め
反
対
し

ま
す
。

�

須
田　

仁
美 

議
員

　
村
に
は
児
童
や
未
就
学
児

が
遊
び
の
指
導
を
受
け
ら
れ

る
体
制
が
あ
り
、
ま
た
、
新

公
民
館
に
児
童
館
機
能
の
一

部
が
移
転
さ
れ
る
た
め
賛
成

し
ま
す
。

反
対

賛
成

　
　
　
　
　
　

　
榛
東
村
中
央
公
民
館
を
11
月
末
で
閉
館
し
、
新
井
地
内
に
新

設
し
た
公
民
館
を
開
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

　
ま
た
、
し
ん
と
ぴ
あ
お
よ
び
榛
東
村
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
等
を
改
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
使
用
料
等
の
詳
細
は
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
案
理
由

主
な
改
正
内
容

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

榛
東
村
大
字
山
子
田

７
９
７
番
地

榛
東
村
中
央
公
民
館

現
行

➡ ➡

榛
東
村
大
字
新
井

１
５
２
番
地

し
ん
と
ぴ
あ

改
正
後

南コミ
使用料変更等の詳細

しんとぴあ
使用料等の詳細

外の遊具は今後

も利用できます
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令和７年
第４回
定例会
期間

11月27日

～

12月８日

一般質問
７人登壇

議案等
16件
発議
１件
動議
１件
報告
１件

P13を
ご覧ください。

Ｐ12審議結果
をご覧ください。

全国一斉に春から誰でも通園
� 10時間まで／月

乳児の健診風景

条例
制定

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

榛
東
村
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
の
利
用
者
数
は
ど
の
程
度
把

握
し
て
い
て
、
利
用
希
望
に
対
し
て
の
受
け
入
れ
は
可

能
な
状
況
で
す
か
。

現
在
、
利
用
希
望
者
は
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
村
内
の

対
象
施
設
の
多
く
は
定
員
も
し
く
は
定
員
に
近
い
状
況

で
運
営
し
て
い
る
た
め
、
今
後
少
し
ず
つ
検
討
し
て
い

く
状
況
で
す
。

問答 誰
で
も
通
園
制
度
開
始
の
た
め
の
条
例Ｓ． Ｓさん

会議録

誰でも通園制度とは…生後６カ月から、満３歳未満の子どもが対象で、保護者の就労の有無にかかわらず、すべて
の子どもが保育施設を利用できる制度です。育児の負担軽減や子どもの育ちを支えることを目的としています。

村民にインタビュー

　しんとう幼稚園への入園を予定し

ています。 現在は、育児支援センター

を利用したりしていますが、 入園ま

での慣らしとして、 ぜひ幼稚園で誰

でも通園制度を利用させてもらえた

らいいなと思いました。
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障害児入所給付費等
国庫負担金

1375万円

※万円未満切り捨て

　▲はマイナスを表す

東京圏からの移住に対して、

県から４分の３、村から４分の１で支援金

学校給食事業特別会計費
▲ 758万円

稼働後の電気代等算出し減額

収
入

収
入

収入

収
入

支出

収入収入

支
出

支
出

支
出

群馬県移住支援金事業費
負担金

149万円

不用物品売り払い
100万円

児童・生徒用
旧タブレットの売却

企業版
ふるさと納税寄附金

430万円

移住・定住
促進事業
199万円

障害児入所給付費等
県負担金

687万円

障害者総合
支援費

3344万円

公有財産損害保険金
1506万円

落雷等による
修繕に共済金請求

中学校整備費
1329万円

落雷等により
故障した空調を改修

補正予算の主な内容

令和７年 第４回定例会

障
害
者
総
合
支
援
費
の
増
額
や

中
学
校
空
調
改
修
等

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

補正
予算

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�

（
第
８
号
）
4021万５千円
増 額

　
障
害
者
総
合
支
援
費
と
は
…
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

き
、
障
害
の
あ
る
方
が
日
常
生
活
や
社
会
参
加
を
続
け
る
た

め
に
、
介
護
や
就
労
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
で
す
。
国
が
２
分
の
１
、
県
と
村
が
４
分
の
１

ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
債
務
負
担
行
為
と
は
…
何
年
も
続
く
契
約
を
す
る
と
き
、
来

年
以
降
に
お
金
を
払
う
約
束
を
あ
ら
か
じ
め
議
会
で
認
め
る

こ
と
で
す
。

債務負担行為

事項 期間 限度額

広報費
（広報しんとう印刷製本）

令和７～
８年度 440万円

環境衛生対策一般経費
（ごみ袋製造卸業務委託）

令和７〜
８年度 2196万円

学校教育総務費
（ＩＣＴ支援業務委託）

令和７〜
８年度 264万円

学力向上推進費
（外国語指導助手派遣委託）

令和７〜
10年度 3069万円
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動議

発議

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

問
責
決
議
の

無
効
を
求
め
る
動
議

中
島
由
美
子
議
員
に

対
す
る
問
責
決
議

榛
東
村

南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

談
話
室
復
活
に
つ
い
て

　
12
月
８
日
、
過
日
可
決
さ
れ
た
中
島
由
美
子
議
員
に
対

す
る
問
責
決
議
に
つ
い
て
、
提
出
過
程
に
瑕か

疵し

が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
無
効
確
認
を
す
る
た
め
に
「
問
責
決
議
の
無

効
を
求
め
る
動
議
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
会
議
録
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
11
月
28
日
、
個
人
で
運
営
す
る
動
画
配
信
サ
イ
ト
内
で

の
言
動
に
品
位
に
欠
け
る
内
容
が
あ
り
、
議
長
の
個
別
注

意
後
も
反
省
の
様
子
が
な
い
と
し
て
問
責
決
議
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
コ
ミ
談
話
室
は
、
請
願
提
出
後
に
一
部
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
と
説
明
を
受

け
、
現
地
確
認
等
を
行
い
、
審
査
に
は
時
間
を

要
す
る
た
め
に
継
続
審
査
が
必
要
で
あ
る
と
決

定
し
ま
し
た
。
中
島
由
美
子
議
員
に
よ
り
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

請願
請願者 件名又は要旨 付託委員会 審査結果

原
はら

　田
だ

　真
ま

　希
き

 氏
榛東村南部コミュニティセンター

談話室復活について

文 教 厚 生

常任委員会
継続審査

現在の談話室とロビーの談話コーナー

※請願・陳情の締め切り日は、原則定例会開催の前月20日までです。

未入稿

動議とは
　議会の会議中に、 議員がその場で行う提案のこと
です。 議事や議決の取り扱いなど、 議会の議事に関
する事項について提案する際に用いられます。 村で
は発議者の他１人の賛成者が必要。 ただし懲罰動議
等や修正動議は２人以上の発議者が必要。 事前や書
面の提出は必須ではなく、 口頭提出が成立します。

発議とは
　条例案や決議案などの議案を、 議員が正式に議会
へ提出することをいいます。 あらかじめ文書で用意
されます。 村では、 議員１人 （定数の１／１２、 発議
者は賛成者１人分とみなす） で提出が可能です。

発委とは
　委員会が提出者となって、 条例案や決議案などの
議案を議会に提出することです。 （委員会提出議案）

付託とは
　議会で審議される議案などを、 より詳しく調べる
ため、 専門の委員会に審査を任せることです。

請願とは
　議員の紹介を得て、 年齢に関係なく住民の誰もが
提出できます。 議会に正式に意見や要望を届けられ
る制度です。

陳情とは
　請願と同じく、 村政についての意見や要望を、 文
書で議会に提出する制度です。 議員の紹介は不要で
すが、 村では郵送で届くものは審議せず配布のみと
なります。

無効確認とは
　議会の議決について、 手続きに重大な問題 （瑕疵）
があった場合に、 その議決が有効かどうかを確認する
ことです。 地方自治法の考え方に基づき、 議会が自ら
の議事手続きの適正を確保するために行われます。

しんとうちゃんの

ミニ用語解説
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しんとうむら

　複数の委員会が一緒に議案を審査する「 連合審査」を行
いました。
　総務産業建設常任委員会に加えて、文教厚生常任委員会が
参加し、教育や財政など、幅広い視点から質疑がありました。

　
法
令
や
制
度
改
正
等
に
よ
る
緊

急
か
つ
や
む
を
得
な
い
場
合
な

ど
、
当
初
予
算
編
成
後
に
生
じ
た

理
由
に
よ
り
、
所
要
の
補
正
を

行
っ
た
も
の
と
し
て
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
（
二
次
内
示
）
は
、

ふ
れ
あ
い
館
大
広
間
の
畳
等
の
改

修
の
他
は
来
年
度
の
た
め
に
基
金

に
積
立
を
し
、
防
災
中
枢
機
能
施

設
建
設
費
減
額
分
は
、
し
ん
と
ぴ

あ
内
の「
み
ん
な
の
こ
ど
も
部
屋
」

北
側
に
隣
接
す
る
広
場
に
予
定
し

て
い
た
児
童
遊
具
の
建
設
を
施
設

整
備
計
画
調
整
の
た
め
、
一
旦
取

り
下
げ
基
金
に
繰
り
入
れ
す
る
な

ど
の
補
正
で
あ
る
と
説
明
を
受

け
、全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

補正
予算
令
和
７
年
度
一
般
会
計

�

（
第
９
号
）

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
の
二
次
内
示
な
ど

3779万円
増 額

ふれあい館　改修予定の大広間

令和７年  第８回  臨時会（12月22日）

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
事
業
基
金
の
残
高
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

残
高
２
４
５
０
万
５
３
４
７
円
の
内

訳
と
し
て
、
学
習
支
援
員
配
置
事
業

に
９
０
０
万
５
３
４
７
円
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
配
置
事
業
に
２
０
０
万
円
、

児
童
遊
具
整
備
事
業
に
１
３
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
館
の
床
改
修
工
事
は
、
指

定
管
理
者
と
議
論
の
上
で
の
執
行
で

す
か
。 

畳
の
更
新
に
つ
い
て
社
会
福
祉
協
議

会
と
打
ち
合
わ
せ
済
み
で
す
。 

 

畳
の
入
れ
替
え
の
工
期
と
業
者
の
選

定
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

１
月
の
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
札
指
名
参
加
資
格
の
業
者
等
を
確

認
し
て
、
競
争
入
札
の
委
員
会
に
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

問 問

答

答 答

歳　　　出歳　　　入
特定防衛施設周辺整備調整交付

金事業基金積立金� 4500万円

ふれあい館費　� 429万円

内訳 （国庫支出金� 300万円

一般財源129万円）

道路新設改良費　� 289万円

複合施設整備費　�▲1150万円

内訳 （防災中枢機能施設建

設工事請負費950万円分基

金に戻し、 200万円分一般

財源に）

特定防衛施設周辺整備調整交

付金� 4510万円

内訳 （村道改良舗装工事分

▲289万円）

基金積立分� 4500万円

社会福祉施設 （ふれあい館） 分

� 300万円

特定防衛施設周辺整備調整交

付金事業� ▲950万円

財政調整基金繰入金　218万円

主な内容

※万円未満切り捨て▲はマイナスを表す

榛東村議会で 　　めて初

連合審査とは連合審査とは…複数の委員会が共通の問題を審査あるいは調査するために合同で開く会議です。各
委員会は必要に応じて他の委員会と協議し、連合審査会を開くことができます。



102026.２

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
１億6020万円

物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金
4954万円

財政調整基金繰入金
1546万円

学校教育施設等整備事業債
1050万円

ふれあい館管理運営費
村民優待券使用料

広報しんとう令和８年４月・10月に無料券５枚ずつ

ふれあい館管理運営費
村民優待券使用料

広報しんとう令和８年４月・10月に無料券５枚ずつ

540万円540万円

上水道事業会計費
上水道料基本料金を１カ月分減免
上水道事業会計費

上水道料基本料金を１カ月分減免

689万円689万円

老人福祉一般経費
在宅高齢者等配食サービス物価高騰対応
老人福祉一般経費

在宅高齢者等配食サービス物価高騰対応

358万円358万円

物価高対応子育て応援手当
０歳から高校生年代まで（令和８年３月生まれまで対象）

対象児童１人につき２万円を１回限り

物価高対応子育て応援手当
０歳から高校生年代まで（令和８年３月生まれまで対象）

対象児童１人につき２万円を１回限り

4954万円4954万円

住まいの防犯対策補助事業
防犯対策品の購入・設置に補助金
住まいの防犯対策補助事業
防犯対策品の購入・設置に補助金

508万円508万円

経済活性化対策事業
１人１万円の商品券を配布（利用開始は令和８年４月予定）

経済活性化対策事業
１人１万円の商品券を配布（利用開始は令和８年４月予定）

1億5514万円1億5514万円

事業詳細等は村ホームページ、 広報しんとうをご覧ください。 　※万円未満切り捨て次ページに質疑

見本見本

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る

生
活
支
援
な
ど
で
増
額

物価高騰支援にこんなことが決まりました！

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

補正
予算

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�

（
第
10
号
）

２億4289万６千円
増 額

支援メニュー支援メニュー決まった決まった国からの各交付金・
補助金等を受けて
国からの各交付金・
補助金等を受けて

歳出主な主な

歳入主な主な

写真はイメージです。
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ふれあい館管理運営費
村民優待券使用料

広報しんとう令和８年４月・10月に無料券５枚ずつ

ふれあい館管理運営費
村民優待券使用料

広報しんとう令和８年４月・10月に無料券５枚ずつ

540万円540万円

上水道事業会計費
上水道料基本料金を１カ月分減免
上水道事業会計費

上水道料基本料金を１カ月分減免

689万円689万円

老人福祉一般経費
在宅高齢者等配食サービス物価高騰対応
老人福祉一般経費

在宅高齢者等配食サービス物価高騰対応

358万円358万円

物価高対応子育て応援手当
０歳から高校生年代まで（令和８年３月生まれまで対象）

対象児童１人につき２万円を１回限り

物価高対応子育て応援手当
０歳から高校生年代まで（令和８年３月生まれまで対象）

対象児童１人につき２万円を１回限り

4954万円4954万円

住まいの防犯対策補助事業
防犯対策品の購入・設置に補助金
住まいの防犯対策補助事業
防犯対策品の購入・設置に補助金

508万円508万円

経済活性化対策事業
１人１万円の商品券を配布（利用開始は令和８年４月予定）

経済活性化対策事業
１人１万円の商品券を配布（利用開始は令和８年４月予定）

1億5514万円1億5514万円

事業詳細等は村ホームページ、 広報しんとうをご覧ください。 　※万円未満切り捨て次ページに質疑

見本見本

『「しんとうむら議会だより」 発行月変更のご案内』
　「しんとうむら議会だより」の発行月が、以下の通り変更となります。毎月発行の「広報
しんとう」と同じタイミング（各月上旬）でお手元に届くよう、発行月をこれまでの周期か
ら１カ月後ろへ変更いたします。
■発行月の変更　　１月、４月、７月、10月　➡　２月、 ５月、 ８月、 11月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （※年４回の発行頻度は変わりません）
　あらかじめご了承いただけますようお願い申し上げます。

令和８年  第１回  臨時会（1月22日）

条例
改正

人
事
院
勧
告
に
よ
る

議
員
報
酬
や

職
員
給
与
等
の
改
定

こ
れ
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
が

村
民
に
と
っ
て
ベ
ス
ト

で
あ
る
と
い
う
理
由
は

何
で
す
か
。

水
道
料
は
１
人
で
も
８

人
で
も
一
世
帯
で
あ
る

た
め
、
一
人
ひ
と
り
に

支
援
を
届
け
、
村
内
経

済
の
振
興
の
た
め
に

も
、
ク
ー
ポ
ン
を
１
人

１
万
円
と
し
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
は
考
え
ま
せ
ん
で
し

た
か
。

購
入
の
た
め
の
原
資
が

な
い
方
も
い
る
た
め
、

公
平
に
同
額
を
行
き
渡

る
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
館
の
無
料
券

を
１
０
０
％
使
わ
れ
な

か
っ
た
時
に
余
っ
た
予

算
は
次
に
は
回
せ
な
い

の
で
す
か
。

今
ま
で
の
利
用
率
を
計

算
し
て
予
算
化
し
て
お

り
、
令
和
７
年
度
の
事

業
を
繰
り
越
す
こ
と

で
、
令
和
８
年
度
い
っ

ぱ
い
ま
で
使
え
る
と
い

う
条
件
が
あ
る
た
め
難

し
い
で
す
。

住
ま
い
の
防
犯
対
策
補

助
金
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
施
策
で
す
か
。

２
万
円
上
限
で
購
入
設

置
費
用
の
３
分
の
２
が

補
助
限
度
で
す
。
１
８

０
世
帯
ま
で
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
家
庭
用
防

犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
、
野
外
設
置
警

報
ベ
ル
な
ど
を
対
象
に

検
討
中
で
す
。

問問問 答答

問 答答

賛否の分かれた議案

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

議決結果

新
井
佐
智
子

一
倉   

靖
子

栁
岡   

利
精

宮
崎   

法
文

浅
見      

隆

須
田   

仁
美

三
俣      

実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方   

勇
二

善
養
寺   

孝

清
水   

健
一

第１回
臨時会

議案第１号
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 － 〇

議会からのお知らせ これからもしんとうむら
議会だよりをよろしく

お願いします！

〇 ● 欠 退 除
… … … … …
賛

成

反

対

欠

席

退

席

除

斥

※議長は賛否同数のみ採決に参加します

全員賛成の議案

第１回
臨時会

議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３号
榛東村職員の給与に関する条例及び榛東村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第４号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第10号）
議案第５号 令和７年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
議案第６号 令和７年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第３号）
議案第７号 令和７年度榛東村上水道事業会計補正予算（第３号）
議案第８号 令和７年度榛東村下水道事業会計補正予算（第４号）

　
議
員
報
酬
や
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
や
職
員
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

人事院勧告とは人事院勧告とは…公務員の給与を民間水準と比べて見直す基準で、多くの自治体が参考にしています。
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全員賛成の議案

第7回

臨時会

議案第 93 号
榛東村中央公民館の設置及び管理に関する条例及び榛東村コミュニティセンターの設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 94 号 榛東村防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 95 号 防災中枢機能施設整備事業外構工事請負変更契約の締結について

第4回

定例会

議案第 97 号 地方自治法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第 98 号 榛東村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

議案第 99 号 榛東村上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について

議案第100号 榛東村下水道条例の一部を改正する条例の制定について

議案第101号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第８号）

議案第102号 令和７年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案第103号 令和７年度榛東村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第104号 令和７年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第105号 令和７年度榛東村学校給食事業特別会計補正予算（第３号）

議案第106号 令和７年度榛東村太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号）

議案第107号 令和７年度榛東村下水道事業会計補正予算（第３号）

議案第108号 群馬県市町村総合事務組合規約を変更する協議について

議案第109号
群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支給等に関する事務に係る共同処理の取り止めに伴う財
産処分に関する協議について

議案第110号 群馬県市町村公平委員会共同設置規約を変更する協議について

議案第111号 渋川地区広域市町村圏振興整備組合規約を変更する協議について

第8回

臨時会
議案第113号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第９号）

報　　　告

第７回

臨時会
報告第12号 専決処分について（令和７年度榛東村一般会計補正予算（第７号））

賛否の分かれた議案等

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

議決結果

新
井
佐
智
子

一
倉   

靖
子

栁
岡   

利
精

宮
崎   
法
文

浅
見      

隆

須
田   

仁
美

三
俣      

実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方   

勇
二

善
養
寺   

孝

清
水   

健
一

第７回

臨時会

議案第92号
榛東村児童館の設置及び管理に関する条例を廃止す
る条例の制定について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

※　

議　
　

長

〇

議案第96号
財産の取得について（防災中枢機能施設整備事業　
みんなの広場等備品購入業務） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇

第4回

定例会

議案第112号
渋川地区広域市町村圏振興整備組合の共同処理する
事務の変更に伴う財産処分に関する協議について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠

発議第 ２ 号 中島由美子議員に対する問責決議 可　決 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇 〇 除 〇 ○

－ 問責決議の無効を求める動議 可　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ● 欠

※議長は賛否同数のみ採決に参加します

第７・８回臨時会
第４回定例会の議案等の審議結果

〇 ● 欠 退 除

… … … … …

賛

成

反

対

欠

席

退

席

除

斥
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７人が一般質問
　定例会において議員が行政全般にわたり村長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針など
について質問し、報告・説明を求めることをいいます。なお、効率的かつ充実した議会運営を行うため、あらかじ
め質問の要旨を通告することになっています。

一 般 質 問 と は

中島由美子 議員
１  村長などの一親等の親族企業は
　　工事等請負辞退で公正性確保

P19

栁岡　利精 議員
１  村民サービスに対する改善は
２  学校教育におけるＡＩの活用方針は
３  ＤＸ推進計画の情報公開とコンビニ交付の進捗は

P20

三俣　実 議員
１  ごみ出しの在り方は
２  環境美化推進協議会と村の役割は

P18

清水　健一 議員
１  園児の給食費無償化を
２  認知症対策は
３  広域組合の負担金は
４  樹木の安全対策は

P15

波多野佐和子 議員
１  給食への地元産米の活用と安定供給は
２  来年度予算編成における重点施策と将来方針は
３  福祉事業の充実は

P16

一倉　靖子 議員
１  児童の登下校時の熱中症対策は
２  人口減少の現状は
３  創業を志す若者への支援は
４  進学時の奨学金制度は

P17

宮崎　法文 議員
１  職員へのハラスメント対応

P14

誌面の都合により、質問の内容を要約しています。
詳細は、議会のホームページ上の会議録をご覧ください。 榛東村議会

クリック

上記のＱＲコー
ドを読み取ると
「一般質問通告
一覧表」のペー
ジが開きます

上記のＱＲコー
ドを読み取ると
「会 議 録 」 の
ページが開き
ます

村政を問う
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一
般
質
問

働きやすい職場づくりを

ハラスメント対策は
問題があれば改善

宮
みや

崎
ざき

　法
のり

文
ふみ

議 員

職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

外
部
相
談
窓
口

に
て
、
相
談
し

た
職
員
は
い
ま
せ
ん
か
。

総
務
企
画
課
長

今
ま
で
の
報

告
の
有
無
や
件
数
等
は

規
定
に
よ
り
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
か
ら
答
弁
は

控
え
ま
す
。
村
で
は
、

相
談
し
や
す
い
職
場
環

境
を
作
る
た
め
、
外
部

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談

窓
口
と
し
て
、
一
部
職

場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
し
て
相
談
業
務
を

業
者
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
内
容
等
は
相
談
者

の
意
向
を
尊
重
し
た
上

で
事
業
主
（
村
）
へ
報

告
さ
れ
ま
す
。

職
員
へ
の
パ
ワ

ハ
ラ
に
つ
い
て

副
村
長
の
見
解
は
ど
う

で
す
か
。

副
村
長

村
長
の
公
約
の

中
で
私
が
中
心
と
考
え

て
い
る
の
は
、
組
織
体

制
や
業
務
・
事
務
事
業

の
見
直
し
、
無
駄
を
排

除
し
た
開
か
れ
た
透
明

性
の
あ
る
行
政
運
営
、

職
員
が
や
り
が
い
を
持

ち
、
働
き
や
す
い
風
通

し
の
良
い
職
場
づ
く
り

で
す
。
組
織
体
制
の
見

直
し
や
各
種
制
度
が
村

に
合
っ
た
も
の
は
何
か
、

日
々
悩
み
な
が
ら
前
例

に
と
ら
わ
れ
ず
に
今
あ

る
課
題
を
一
歩
前
進
す

る
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
考
え
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。
職
員
が
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
進
め
る
中
で
、
問
題

が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

問問問問 答答

答答

一
般
職
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
令
和
７
年
10

月
に
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。
休
職
者
等
を
除

く
１
１
１
人
の
う
ち
、

70
人
か
ら
の
回
答
が

あ
り
、
回
答
率
は
63
・

１
％
で
し
た
。
集
計
中

の
速
報
値
で
は
、
過
去

３
年
間
の
期
間
に
お
い

て
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
回
答
し

た
職
員
が
34
％
、
セ
ク

ハ
ラ
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
た
職
員

が
６
％
、
カ
ス
ハ
ラ
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
と

回
答
し
た
職
員
が
46
％

と
い
う
結
果
で
し
た
。

た
だ
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
認
定
に
当
た
っ
て

は
、
被
害
を
受
け
た
と

さ
れ
る
方
の
意
見
で
な

く
、
行
為
者
と
さ
れ
る

方
へ
の
確
認
や
、
当
該

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
客
観
的
な
事
実
や
そ

の
状
況
等
複
合
的
に
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
回
答
の
全
て
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
と

断
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

職

員

へ
の

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
場
合
の
対
処
は

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

任
命
権
者
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因

す
る
問
題
が
認
め
ら
れ

た
時
は
、
必
要
に
応
じ

て
懲
戒
処
分
を
含
む
人

事
管
理
上
の
処
置
を
講

じ
ま
す
。
ま
た
、
職
員

が
相
談
し
や
す
い
環
境

を
作
る
た
め
、
令
和
７

年
度
か
ら
外
部
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
職
員
に

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
実
態
は
あ
り

ま
し
た
か
。

今
ま
で
の
報
告

等
の
有
無
や
件

数
等
は
、
規
定
に
よ
り

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
か

ら
答
弁
は
控
え
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
事
実
が
出
た

場
合
の
取
る
べ
き
対
策

と
実
態
調
査
は
ど
う
行

い
ま
す
か
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
実
態

を
把
握
し
、
防
止
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て

問問

問問問問

答答

答答答答
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園
児
の
給
食
費
無
償
化
を

樹
木
の
安
全
対
策
は

広
域
組
合
の
負
担
金
は

認
知
症
対
策
は

と
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

基
幹
的
設
備
更
新
工
事

の
影
響
に
よ
り
、
村
の

負
担
金
額
は
令
和
８
年

度
４
億
９
３
１
０
万
２

千
円
、
令
和
９
年
度
６

億
７
１
３
１
万
６
千

円
、
令
和
10
年
度
６
億

２
３
５
６
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
金
額
は
、
次
期
最

終
処
分
場
を
建
設
す
る

予
定
時
の
も
の
で
、
金

額
に
つ
い
て
は
今
後
変

動
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
渋
川
地

区
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
で
は
、
老
朽

化
す
る
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
長
寿
命
化
工
事
、
し

尿
処
理
場
の
更
新
工
事

な
ど
、
住
民
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
必
要
な
大

型
事
業
を
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

負
担
金
も
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

村
有
地
の
樹
木

を
樹
木
の
専
門

家
で
あ
る
樹
木
医
に
点

検
し
て
も
ら
い
、
安
全

性
を
高
め
、
倒
木
の
事

故
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

建
設
課
長

目
視
だ
け
で
は

判
断
で
き
な
い
樹
木
の

状
態
に
つ
い
て
、
専
門

家
の
意
見
は
貴
重
な
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
状
況
に
よ
り
判
断

し
て
い
き
ま
す
。

広
域
組
合
で
は

物
価
高
の
影
響

等
で
、
次
期
最
終
処
分

場
を
新
設
せ
ず
、
民
間

委
託
へ
方
針
転
換
し
ま

し
た
が
今
後
の
負
担
金

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

渋
川
地
区
広
域

市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
に
よ
る
令
和
７
年
９

月
の
財
政
推
計
に
よ
る

認
知
症
は
誰
も

が
な
る
も
の
、

早
期
発
見
す
れ
ば
改
善

で
き
る
も
の
と
捉
え
、

い
ち
早
く
発
見
し
対
応

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
か
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
診
断
費
用
助
成

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
ど
の
く
ら
い
村

民
の
方
が
こ
の
事
業
を

利
用
し
て
い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

認
知
症
診
断
費

用
助
成
事
業
は
令
和
６

年
度
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
の
実

績
は
、
申
請
件
数
が
６

件
、
助
成
金
額
の
合
計

が
２
万
１
１
６
０
円
で

し
た
。令
和
７
年
度
は
、

10
月
末
の
時
点
で
申
請

件
数
が
２
件
、
助
成
金

額
の
合
計
が
４
６
５
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

清
し

水
みず

　健
けん

一
いち

議 員

園児の給食費無償化を
国の動向を注視していく

幼
稚
園
、
こ
ど

も
園
、
保
育
園

の
給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

村
長

小
中
学
校
に
国

か
ら
無
償
化
の
補
填
が

あ
れ
ば
、
財
政
的
な
判

断
に
よ
り
、
園
の
給
食

費
無
償
化
も
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
段
階
で
は
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

問問答答

答答

園児の給食風景 （ひこばえ保育園）

問問

問問

問問

答答

園
児
の
給
食
費
無
償
化

認
知
症
対
策

広
域
組
合
の
負
担
金

樹
木
の
安
全
対
策

答答
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給
食
へ
の

　
地
元
産
米
の
活
用
と
安
定
供
給
は

来
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る

�

重
点
施
策
と
将
来
方
針
は

移
住
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の

新
た
な
施
策
や
予
算
配

分
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

移
住
定
住
の
促

進
は
人
口
減
少
対
策
や

地
域
の
活
性
化
対
策
と

し
て
も
重
要
で
す
。
全

庁
的
に
ア
イ
デ
ア
、
知

恵
を
出
し
推
進
し
て
い

き
ま
す
。移

住
定
住
を
促

進
す
る
た
め
に

も
、
空
き
家
の
解
体
に

対
す
る
条
件
付
の
補
助

金
制
度
の
見
直
し
を
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

建
設
課
長

現
在
は
、
空
き

家
の
解
体
後
に
住
宅
の

新
築
等
を
行
う
と
い
う

条
件
付
き
で
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
社
会

情
勢
の
中
で
、
魅
力
あ

る
住
宅
移
住
定
住
の
構

築
と
し
て
は
非
常
に
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
支

援
金
の
増
額
や
各
種
補

助
金
、
交
付
金
の
制
度

な
ど
を
活
用
し
、
移
住

者
が
定
住
で
き
る
よ
う

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
補

助
金
の
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
も
実
施
上
、
重

要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

一
般
質
問

昨年10月に納品された榛東産米

榛東産米価格は適正だったか
厚意により安価で納入

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

問問

問問答答

地
元
産
米
の
安
定
供
給

来
年
度
の
予
算
編
成

福
祉
事
業
の
充
実

給
食
セ
ン
タ
ー

で
使
う
野
菜

や
米
に
つ
い
て
、
大
量

に
食
材
を
ス
ト
ッ
ク
し

て
お
く
場
所
が
な
い
た

め
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が

使
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
納

品
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
契
約
農
家
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
村
な
ら
で
は

の
温
か
い
関
係
性
の
中

で
、
米
や
野
菜
を
納
品

し
て
く
だ
さ
る
方
々
の

リ
ス
ト
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

Ｊ
Ａ
北
群
渋
川

が
示
す
令
和
７

年
度
産
米
早
期
契
約
米

の
品
種
別
価
格
は
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
一
等
米
で
玄

米
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
税
込

み
１
万
４
２
０
２
円
の

な
か
、
村
内
農
家
か
ら

の
取
引
価
格
は
適
正
で

し
た
か
。学

校
教
育
課
長

11
月
い
っ
ぱ
い

は
榛
東
産
の
新
米
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
村
の

農
家
の
ご
厚
意
に
よ
っ

て
市
場
の
流
通
価
格
よ

り
も
か
な
り
安
価
な
価

格
で
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
実
際
に
は

１
万
４
２
０
２
円
よ
り

も
低
い
価
格
で
す
。
昨

年
度
の
３
月
意
向
調
査

で
榛
東
産
米
を
増
や
す

た
め
に
今
後
の
条
件
整

備
の
進
め
方
を
見
通
せ

た
こ
と
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
成
果
で
す
。

給
食
に
使
用
す

る
榛
東
産
米
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
の
取
り
組
み
で
契
約

農
家
シ
ス
テ
ム
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。

問問

問問

答答

答答

答答

福
祉
事
業
の
充
実
は

子
育
て
支
援
は

か

な

り
充

実

し
て
い
る
榛
東
村
で
す

が
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
支
援
の
充
実
を
踏
ま

え
た
福
祉
分
野
に
お
い

て
、
誰
も
が
享
受
さ
れ

る
よ
う
な
事
業
を
重
点

的
に
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

村
は
高
齢
化
等

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
費
や
老

人
福
祉
費
は
過
去
５
年

間
で
約
７
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
味
で
す
が
そ
れ

ら
が
増
え
て
も
事
業
が

継
続
で
き
る
よ
う
に
予

算
編
成
を
行
い
ま
す
。

問問

答答
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創
業
を
志
す
若
者
へ
の
支
援
は

児
童
の
登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
は

進
学
時
の
奨
学
金
制
度
は

人
口
減
少
の
現
状
は

30
年
前
は
県
外

に
進
学
し
た
若

者
の
多
く
が
卒
業
後
地

元
に
戻
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
戻
ら
な
い
若
者

が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
の
現
状

は
ど
う
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

国
勢
調
査
に
よ

る
と
、
村
の
人
口
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
65

歳
以
上
の
老
年
人
口
が

増
加
し
、
15
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人

口
や
14
歳
以
下
の
年
少

人
口
は
減
少
傾
向
で
す
。

30
年
前
と
、
現

在
の
50
歳
未
満

の
人
口
比
較
は
ど
う
で

す
か
。

平
成
７
年
と
令

和
７
年
を
住
民

基
本
台
帳
で
比
較
す
る

と
20
歳
未
満
は
８
５
２

人
減
少
、
20
代
は
２
８

９
人
減
少
、
30
代
は
43

人
増
加
、
40
代
は
１
０

８
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
人
口
の

比
較
は
ど
う
で

す
か
。

平
成
７
年
と
令

和
７
年
を
比
較

し
、
50
歳
以
上
は
３
１

７
８
人
増
加
し
、
全
人

口
で
は
１
９
７
２
人
の

増
加
と
な
り
ま
す
。
少

創
業
を
志
す
若

者
が
資
金
不
足

で
断
念
し
な
い
よ
う
に

対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

県
の

ぐ
ん
ま

ク
ロ
ス
ス
タ
ー
ト
補
助

金
で
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
６
年
度
ま
で
に
村

内
事
業
者
が
１
件
が
活

用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

村
の
創
業
支
援
や
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
創
業

者
向
け
融
資
に
つ
い
て

商
工
会
と
連
携
し
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
す
。

小
学
生
の
登
下

校
時
の
熱
中
症

対
策
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
。

学
校
教
育
課
長

日
傘
や
ハ
ン

デ
ィ
フ
ァ
ン
、
ネ
ッ
ク

ク
ー
ラ
ー
の
使
用
を
認

め
、
水
筒
も
持
た
せ
て

い
ま
す
。低

学
年
の
下
校

時
間
は
気
温
が

特
に
高
い
で
す
が
、
教

室
に
冷
凍
庫
を
設
置

し
、
下
校
時
に
保
冷
剤

を
持
た
せ
て
は
ど
う
で

す
か
。

教
室
内
に
設
置

場
所
を
確
保
で

き
ず
、
保
冷
剤
の
管
理

上
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

経
済
的
理
由
で

進
学
を
諦
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
へ
の
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

現
在
、
村
独
自

の
奨
学
金
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
進
学
時
に

は
国
や
県
、
日
本
学
生

支
援
機
構
な
ど
の
奨
学

金
制
度
を
案
内
し
て
い

ま
す
。

問問答答 問問

問問問問

答答

答答

答答

問問

問問

問問

答答

答答答答

　
ぐ
ん
ま
ク
ロ
ス
ス
タ
ー
ト
補
助
金
と
は
…
群
馬
県
が
実

施
し
て
い
る
創
業
者
向
け
の
補
助
金
で
、
起
業
に
か
か

る
経
費
の
２
分
の
１
、
上
限
２
０
０
万
円
を
補
助
す
る

制
度
で
す
。

一
般
質
問

人
口
減
少

若
者
へ
の
創
業
支
援

奨
学
金
制
度

熱
中
症
対
策

一
いち

倉
くら

　靖
やす

子
こ

議 員

熱中症対策に保冷剤は
現時点では難しい

熱中症対策に水筒持参
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ご
み
出
し
の
在
り
方
は

18

一
般
質
問

家庭ごみの排出は自治会の責務か
法令・条例に明確な規定なし

三
みつ

俣
また

　実
みのる

議 員

〝
榛
東
村
の
廃

棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条

例
〟
で
は
、
家
庭
ご
み

の
排
出
お
よ
び
収
集
、

処
理
に
お
け
る
住
民
・

自
治
会
・
村
の
責
任

は
、
ど
う
定
め
て
い
ま

す
か
。

住
民
生
活
課
長

一
般
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
分
別
し
て

所
定
の
場
所
に
出
す
な

ど
、
村
長
の
指
示
す
る

方
法
に
従
う
こ
と
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自

治
会
お
よ
び
村
の
責
任

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

の
条
例
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、〝
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
〟
で
、
市
町

村
は
一
般
廃
棄
物
処
理

計
画
に
従
っ
て
そ
の
区

内
に
お
け
る
一
般
廃
棄

物
を
生
活
環
境
の
保
全

上
、
支
障
が
生
じ
な
い

う
ち
に
収
集
し
、
こ
れ

を
運
搬
お
よ
び
処
分
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
責
任
に
つ
い

て
定
め
た
法
令
上
の
規

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご

み

ス
テ

ー

シ
ョ
ン
設
置
や

問問答答

環
境
美
化
推
進
協
議
会
と
村

ご
み
出
し
の
在
り
方

環
境
美
化
推
進
協
議
会
と

�

村
の
役
割
は

決
め
ら
れ
た
場
所
が
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
ご

み
収
集
体
制
や
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
村
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

村
長

行
政
区
長
制
度

か
ら
自
治
会
に
移
行
し

た
際
の
国
の
制
度
整
理

が
足
り
ず
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
自
治
会
に
加
入

し
て
い
た
時
期
に
は
な

か
っ
た
課
題
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
、
近

隣
自
治
体
の
事
例
を
調

査
し
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

修
繕
・
そ
の
他
の
多
大

な
費
用
と
労
力
を
自
治

会
が
負
担
し
て
い
ま
す

が
、
条
例
上
そ
の
責
務

は
定
め
ら
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
今
後
、
村

と
自
治
会
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
、
費
用
を

村
負
担
と
す
る
な
ど
支

援
を
検
討
し
て
は
ど
う

で
す
か
。住

民
生
活
課
長

今
後
、
他
市
町

村
の
例
な
ど
を
調
査
収

集
し
、
研
究
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
未
加

入
世
帯
の
ご
み

出
し
に
つ
い
て
、
各
自

治
会
に
調
査
し
た
結

果
、
自
治
会
ご
と
に
判

断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
『
自
治
会
員
で
な

い
方
の
利
用
は
禁
止
し

ま
す
』
と
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ご
み
収
集

計
画
表
で
は
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
状
、
自
治
会

未
加
入
者
に
は
、
そ
の

環
境
美
化
推
進

協
議
会
（以
後
、

環
美
協
）
規
約
で
は
、

事
務
局
を
住
民
生
活
課

内
に
置
く
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
設
置
目
的
は
何

で
す
か
。住

民
生
活
課
長

環
美
協
の
設
置

目
的
と
、
村
の
廃
棄
物

処
理
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
事
業
の
目
的
が
一

致
し
て
い
る
た
め
、
支

援
の
一
環
と
し
て
、
課

内
に
事
務
局
を
置
い
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

環
美
協
の
自
主

性
を
確
保
し
つ

つ
、
村
と
の
連
携
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
体

制
や
事
務
局
の
在
り
方

を
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

環
美
協
で
は
、

定
期
的
な
会
議

で
事
業
計
画
や
予
算
を

決
定
し
、
規
約
に
沿
っ

て
自
主
的
な
環
境
美
化

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
活
動
の
事

業
提
案
に
は
、
事
務
局

と
し
て
、
で
き
る
範
囲

で
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

ごみ出しルールの徹底を

答答

答答答答

答答

ダンピング受注とはダンピング受注とは…不当に安すぎる価格での受注のことです。これを防止することにより手抜き工事や品質低下
を防ぎます。（P19 注釈）
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村
長
な
ど
の
一
親
等
の
親
族
企
業
は

工
事
等
請
負
辞
退
で
公
正
性
確
保

一
般
質
問

公
正
性
確
保

総
務
企
画
課
長

最
低
制
限
価

格
制
度
は
、

ダ
ン
ピ

ン
グ
受
注
を
防
ぎ
、
工

事
品
質
を
確
保
す
る
た

め
、
令
和
６
年
度
に
導

入
し
ま
し
た
。
入
札
の

結
果
は
関
係
法
令
に
基

づ
き
、
透
明
性
を
損
な

う
点
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

予
定
価
格
と
最
低
制
限

価
格
は
、
入
札
担
当
課

で
積
算
し
た
金
額
を
村

長
に
示
し
、
記
載
し
て

い
ま
す
。地

方
自
治
法
１

４
２
条
で
は
普

通
地
方
公
共
団
体
の
長

は
、
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
に
対
し
請
負
を

す
る
者
及
び
そ
の
支
配

人
ま
た
は
主
と
し
て
同
一

の
行
為
を
す
る
法
人
…

と
あ
り
、
上
記
の
規
定

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
２

親
等
以
内
の
者
が
経
営

す
る
会
社
と
い
う
形
式

基
準
を
立
て
て
請
負
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
そ
の
公

共
工
事
の
公
正
性
、
透

明
性
を
徹
底
す
る
と
い

う
の
が
、
村
長
が
広
報

し
ん
と
う
で
書
か
れ
た

公
共
工
事
の
透
明
性
な

の
で
は
な
い
の
か
と
考

え
ま
す
。
事
後
で
あ
れ

ば
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
恐
れ

も
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
改
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
な
ど
、

今
後
、
入
札
後
に
最
低

制
限
価
格
を
公
表
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

地
方
自
治
法
１

４
２
条
は
長
の

兼
業
禁
止
で
、
当
該
普

通
地
方
公
共
団
体
の
請

負
を
す
る
者
等
と
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
規
定
し
た
も
の
で

す
。
親
族
を
経
営
者
と

し
つ
つ
な
ど
と
い
う
規

定
は
な
く
、
違
反
も
し

て
い
ま
せ
ん
。
榛
東
村

最
低
制
限
価
格
制
度
の

実
施
要
領
で
、
最
低
制

限
価
格
に
つ
い
て
は
公

表
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
な
い
た
め
、
事
前
、

ま
た
は
事
後
公
表
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

防
災
中
枢
機
能

施
設
整
備
事
業

建
築
工
事
と
外
構
工
事

が
一
部
不
用
と
な
り
、

減
額
契
約
を
可
決
し
ま

し
た
。
工
事
費
の
正
し

い
額
、
公
正
性
は
、
ど

の
よ
う
に
証
明
で
き
る

の
か
、
本
体
工
事
で

行
っ
た
額
と
減
額
し
た

額
が
同
等
と
い
う
こ
と

の
透
明
性
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

本
体
、
機
械
工

事
の
一
部
分
を
施
工
し

た
の
で
、
そ
の
部
分
が

外
構
工
事
で
不
用
に
な

り
、
も
ろ
も
ろ
の
積
上

げ
に
よ
っ
て
減
額
に
な

り
ま
し
た
。
あ
く
ま
で

本
体
工
事
の
中
で
や
っ

た
も
の
イ
コ
ー
ル
外
構

工
事
で
減
額
に
な
っ
た

も
の
で
は
な
い
と
い
う

説
明
を
し
ま
し
た
。

本
体
工
事
の
変

更
契
約
を
し
た

と
き
に
、
外
構
で
す
る

か
ら
変
更
し
た
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
、
議
決

を
し
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

臨
時
会
に
お
い

て
可
決
を
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
改

中
なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

公共工事の入札・契約の公正性は
法令を遵守し公平公正に入札

め
て
資
料
の
提
出
や
説

明
に
つ
い
て
は
行
わ
な

い
と
い
う
考
え
で
す
。

第
３
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
供
用
施

設
改
修
工
事
は
、
７
月

執
行
指
名
競
争
入
札
が

行
わ
れ
、
結
果
を
見
る

と
最
低
制
限
価
格
を
下

回
っ
た
業
者
が
落
札
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、

最
低
制
限
価
格
は
公
表

さ
れ
て
お
ら
ず
、
価
格

設
定
は
村
長
が
さ
れ
て

い
る
と
広
報
し
ん
と
う

で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

10
万
円
単
位
の
違
い
で

落
札
で
き
て
い
な
い
村

内
業
者
が
あ
り
、
村
民

か
ら

「
不
正
が
な
い
と

い
い
け
れ
ど
」
の
声
が

届
い
て
い
ま
す
。
吉
岡

町
で
は
、
議
員
の
倫
理

条
例
で
一
親
等
の
親
族

が
役
員
を
し
て
い
る
企

業
は
、
工
事
等
の
請
負

等
の
契
約
は
辞
退
す
る

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
、
村
長
の
言
う

透
明
性
の
徹
底
だ
と
思

い
ま
す
が
考
え
を
伺
い

ま
す
。

問問

答答

答答

第３区コミセン施工看板

問問

問問

問問

答答

答答

最低制限価格とは最低制限価格とは…これより低い入札価格では適切な品質が確保できないという金額を算出し設定
した金額です。これを下回る入札は失格となり、その上の価格で入札した者の中から落札者が決ま
ります。工事の品質を確保し、下請け企業へのしわ寄せや労働条件悪化を防止するための制度です。
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学
校
教
育
に
お
け
る

�

Ａ
Ｉ
の
活
用
方
針
は

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
情
報
公
開
と

�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
進
捗
は

村
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
改
善
は

村
民
か
ら

「村

は
Ｄ
Ｘ
に
取
り

組
ん
で
い
な
い
の
か
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
印
象

は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

情
報
公
開
を
適
正
に
行

う
こ
と
で
解
決
で
き
た

の
で
は
な
い
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

は
定
め
て
い
ま
す
が
、

一
部
予
算
的
に
開
示
で

き
な
い
部
分
が
あ
り
ま

し
た
。
全
体
的
な
推
進

計
画
の
大
ま
か
な
流
れ

等
、
開
示
で
き
る
部
分

に
つ
い
て
は
今
後
検
討

い
た
し
ま
す
。

渋
川
市
や
吉
岡

町
な
ど
県
内
の

約
75
％
の
26
市
町
村
が

開
始
し
て
い
る
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
予

定
は
ど
う
で
す
か
。

村
長

コ
ン
ビ
ニ
交
付

は
、
議
会
に
も
説
明
し

て
き
た
と
お
り
、
来
年

度
事
業
と
し
て
計
画
上

令
和
8
年
10
月
か
ら
開

始
の
予
定
で
す
。
国
の

シ
ス
テ
ム
標
準
化
前

に
始
め
る
と
更
な
る
改

修
の
費
用
増
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
用

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
案
や

確
認
テ
ス
ト
案
の
作
成

等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
策
定

の
た
め
、
意
見
交
換
や

研
修
の
機
会
を
設
け
、

村
の
子
ど
も
た
ち
が
自

律
的
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
た
め
の
支
援
策
を
講

じ
て
い
く
予
定
で
す
。

新

し

い
タ

ブ

レ
ッ
ト
は
、ア
ッ

プ
デ
ー
ト
に
よ
り
Ａ
Ｉ

が
使
え
る
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒

の
学
習
お
よ
び
教
員
の

負
担
軽
減
に
お
け
る
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
方
針
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

生
成
Ａ
Ｉ
の
利

活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
情

報
モ
ラ
ル
を
含
む
情
報

活
用
能
力
育
成
の
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
発

達
の
段
階
に
応
じ
計
画

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

検
討
が
必
要
と
な
っ
た

際
は
、
改
め
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
回
収
回

数
を
増
や
す
と
村
の
負

担
が
増
す
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

問問

問問

問問

20

一
般
質
問

村民目線の行政サービスを
村民の声を大事に対応

栁
やな

岡
おか

　利
とし

精
あき

議 員

新
公
民
館

「
し

ん
と
ぴ
あ
」
の

円
滑
な
運
営
の
た
め
、

村
民
の
意
見
や
要
望
を

的
確
に
反
映
さ
せ
る
具

体
的
な
取
り
組
み
は
あ

り
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

住
民
の
皆
さ
ん

の
声
は
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
直
接
聴
取
・
電
話
・

メ
ー
ル
・
目
安
箱
の
ほ

か
、
社
会
教
育
委
員
会

議
や
教
育
委
員
会
で
の

協
議
、
必
要
に
応
じ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
収

集
し
ま
す
。
多
様
な
観

点
か
ら
分
析
・
検
討
し
、

改
善
が
必
要
な
場
合
は
、

時
期
や
方
法
を
検
討
し

て
着
手
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
回
収
に
つ

い
て
、家
庭
で
の
ス
ト
ッ

ク
場
所
の
確
保
が
難
し

い
と
の
声
が
あ
り
、
回

収
回
数
を
増
や
す
予
定

は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

広
報
し
ん
と
う

４
月
号
に
プ
ラ
ご
み
の

捨
て
方
を
掲
載
し
、
ま

ず
は
回
収
量
を
増
や
す

取
り
組
み
を
お
願
い
し

AIの活用方針は

問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答

Ａ
Ｉ
の
活
用
方
針

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

村
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

システム標準化とは…「地方公共団体情報システムの標準化」の略です。全国の自治体で使う基幹システムを、国
が定めた共通仕様に合わせる取り組みのことです。
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村
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
直
接
伺
う
貴
重

な
機
会
と
し
て
、
年
数
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
し
ん
と
う
む
ら
議
会
だ
よ

り
に
つ
い
て
、
色
々
な
感
想
や
意
見
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が

で
き
ま
し
た
。
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年　
第
２
回

議
会
だ
よ
り�

モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

表紙右上の日付はなんですか？
　　➡発行日であることを付け加えました。

改善

しんとうむら議会だより第112号を読んで

モニターの意見

村民にアイデアを求めたり、アンケートを実施しては
　　➡インターネット等でのアンケートを検討中

検討

用語解説や場所の地図、ＱＲコードの活用があっ
てわかりやすい。
　　➡Ｐ８『ミニ用語解説』、Ｐ24しんとぴあの地図に反映

継続

モニターに好評の記事
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一般社団法人日本経営協会 中本  正樹氏
なかもと きまさ

　読む人の心を変えるレイアウト作成や写真撮影のコツなど、住民が見るか
どうかを判断する重要なポイントを学び、以下にまとめました。

①目を引く表紙デザイン／トップ記事のインパクト　②住民の声を編集に反映する工夫
③工夫を凝らした特集記事　　　　　　　　　　　　④具体的で的確な見出し
⑤フォント、色使い、視覚的効果のバランス　　　　⑥見開きページの活用法

適宜、設けられた話し合いの時間を通じて、私たちが作成する広報誌に即した確認を行うことがで
き、大変有意義なものとなりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波多野佐和子）

群馬県町村議会議長会広報研修会　場所：群馬県市町村会館
９/29

「心を変化させる広報誌づくり」「心を変化させる広報誌づくり」

ギギギギギ ンンンイイイイ 素素素顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔ののののののののギ ンイ 素顔の 休日の過ごし方
１２人に聞いてみた！

夫と息子がサッカー観戦が
好きで、県外の遠征に合わ
せて時々家族で旅行に出か
けます。ご当地の名物を味
わうのも楽しみです。

新井
　佐智子

いつもよりゆっくりめに起
きて、朝から夫と一緒に朝
ラーメンを食べに行きます。
それが唯一の楽しみです。

一倉靖子

愛犬と散歩しながら季節の
移ろいを感じ、ご近所さん
と自家米や野菜づくりの話
で盛り上がる。草刈りで汗
を流す、そんな休日です。

栁岡利精

未来には幸せな日常として
笑って思い出すのでしょう。
今は休日も全力で子育て中。
最近の息抜きは、子どもた
ちが寝静まった後に水槽の
熱帯魚を眺めること…。

須田仁美

草刈りを始めて１０年。技
術や知識が自然と身につ
き、無心で作業することが
ストレス解消になり、自分
と向き合う大切な時間と
なっています。

三俣　実

苦節４５年。今はプロ級の
腕前？休日に暇があれば、
剪定バサミを持ち出して庭
木を整えています。伸びて
いると、気になってしょう
がない性分です。

浅見　隆

村には水稲を中心に地域ご
との特産野菜があります。
四季折々農家さんの話しを
聞き、ご自慢の野菜の顔を
見ると疲れが飛びます。

中島
　由美子

長寿会等の地域活動参加や
趣味の愛好会参加、忘れた
頃にするゴルフ、そして、家族
の買い物等の手伝い。

生方勇二

好きな音楽を聴きながら、
季節の野菜で常備菜作りを
します。 また、手入れ後の
花を見ながらのコーヒータ
イムは至福のひと時です。

波多野
　佐和子

妻や孫と一緒に、県内外の
遊べて楽しめる施設へ出か
けています。また、田畑の
草刈り、趣味のゴルフへ
行っています。

善養寺孝

休みの日は、本を読んでい
ます。特に歴史小説が好き
で良く読みます。

清水健一

昭和歌謡が大好きでよく聞
いています。古賀メロディー・
青春歌謡〈温故知新〉楽曲で
時代時代の思いが甦ります。

宮崎法文

ギ
イ
ン
の
素
顔
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全員賛成の議案

第4回
臨時会

議案第52号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第１号）

第1回
定例会

議案第53号 榛東村税条例の一部を改正する条例の制定について
議案第54号 榛東村土砂等による埋立て等の規制に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第55号
榛東村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第56号
榛東村地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税の課税の特例
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第57号 榛東村学校給食センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第58号 榛東村ふれあい館の指定管理者の指定について
議案第59号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第２号）
議案第60号 令和７年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
議案第61号 令和７年度榛東村学校給食事業特別会計補正予算（第１号）
議案第62号 令和７年度榛東村上水道事業会計補正予算（第１号）
議案第63号 令和７年度榛東村下水道事業会計補正予算（第１号）
議案第64号 固定資産評価審査委員会委員の選任について
議案第65号 財産の取得について（令和７年度ＩＣＴ環境整備事業）
議案第66号 財産の取得について（令和７年度公立学校情報機器整備事業）

第５回
臨時会

議案第67号 教育委員会委員の任命について
議案第68号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第69号 教育委員会委員の任命について

しんとうちゃんの

財産の取得とは 村では予定価格700万円以上の重要な財産 （動産 ・不動産） を取得する場合には、 契約前に

「財産の取得について」 の議案を提出し、 議会の承認を得なければ契約することができません。

ミニ用語解説

議案等の審議結果

第５回臨時会
６月30日

教
育
委
員
会
委
員
と
は
…
教
育
行
政
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
教

育
委
員
会
に
お
い
て
、
中
立
的
な
立
場
で
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
等
の
方
針
を
決
め
、
そ
の
執
行
を
監
督
す
る
非
常
勤
の
特
別
職

地
方
公
務
員
で
す
。
教
育
に
関
す
る
識
見
や
地
域
性
を
ふ
ま
え
て

選
ば
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
岡
部
京
子
氏
と
萩
原
敏
夫
氏
の
任
期
が

６
月
30
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
な
委
員
に
荒
瀬
英
之
氏
と
小

林
龍
介
氏
の
任
命
が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

荒
あら
瀬
せ
英
ひで
之
ゆき
氏

（新井）

令和７年７月１日から
令和11年６月30日まで

任期

小
こ
林
ばやし

龍
りゅうすけ
介 氏

（広馬場）

令和７年７月１日から
令和11年６月30日まで

任期
《
全
員
賛
成
で
同
意
》

人事
案件
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

 

ミ
ニ
用
語
解
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たくさん

借りてね

本の貸出し
手続きは

ＱＱ 貸出しカードを作成して借り
ます。身分証明書（運転免許
証・マイナンバーカードや保
険証など）をお持ちいただ
き、１階の図書室カウンター
にてお申込みください。

ＡＡ

１階カウンター１階カウンター

何冊を何日
借りられますか

ＱＱ
ひとり10冊、
２週間まで借りられます。

ＡＡ

子ども向けのコーナー
や学習スペースは

ＱＱ
１階に子ども向けコー
ナーと、貸出し・返却カ
ウンターがあります。２
階には学習用スペース
があります。

ＡＡ

　
６
月
30
日
、
第
４
期
と
し
て
初
の
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
、
５
人

全
員
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誌
面
に

対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を

活
発
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
斬
新
で
鋭
い

ご
指
摘
や
新
た
な
視
点
も
加
わ
る
、
有
意

義
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
会
広
報
常
任
委

員
会
と
し
て
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今

後
の
誌
面
づ
く
り
に
丁
寧
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
会
議

リニューアルした南コミ図書室をよろしくお願いします !!

教
え
て

し
ん
と
う
ち
ゃ
ん
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研修レポート
議員研修編

明治大学専門職大学院ガバナンス研究科 教授　湯淺　墾道氏
ゆ あさ はるみち

町村議会議員研修会　場所：玉村町文化センター
11/５

「地方議会のデジタル化の意義と課題」「地方議会のデジタル化の意義と課題」

　議会に係る手続き等のデジタル化は、事務の効率
化のためだけに行われるものではなく、普通地方
公共団体の重要な意思決定を担う議会が、住民からの付託により一層こ
たえていくために行われるべきものです。
　今後ともデジタル化を進めることを通じて、住民から信頼される開かれ
た議会を構築していくことが求められていると改めて認識いたしました。

（浅見　隆）

　現在の政治情勢について、取材現場で感じた視点を交えながら、議員の関心を引く
内容を紹介されました。専門的な分析に偏ることなく、政治を身近に感じ今後の活動
を考えるきっかけを与えていただきました。　　　　　　　　　　　　　　（浅見　隆）

「時局展望」「時局展望」

政治ジャーナリスト　細川　隆三氏
ほそかわ ぞうりゅう

北群馬郡町村議会議長会議員研修会　場所：吉岡町文化センター
11/14

「議会におけるハラスメントの防止
　　　及びハラスメント防止条例の立案」

　　　　　　　　　弁護士　太田　雅幸氏
まさゆきおお た

　ハラスメント防止条例の立案は慎重に進めるべき事案であると思います。計画の段階では良いと
思われることであっても、いざ実行となると困難なことがあると学びました。　　　（宮崎　法文）

研修内容抜粋
①　ハラスメントの基本について
②　ハラスメント防止や対処のための取り組み
③　防止条例を制定する理由について
④　防止条例の範囲と議会ハラスメント防止条例
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しんとうむら

議会広報サポーター　芳野　正明氏
よし の あきまさ

議会広報研究会　場所：群馬県市町村会館
11/20

「議会広報クリニック」「議会広報クリニック」

議会広報常任委員会編

議会広報クリニックとは…広報の専門家がチェッ
クし、問題点や改善点を抽出する研修です。

　　議会広報クリニックを希望した５町村の
議会だよりをもとに、発行目的に沿った企画・
編集や、読みやすさ・分かりやすさを評価い
ただきました。表紙や見出し、レイアウト・
配色に加え、議事公開や説明責任など、議会
機能の見え方も確認しました。中でも、各議
会の委員同士が意見を交換し合う取り組みは
新たな試みであり、多くの学びと気づきにつ
ながりました。　　　　　　（波多野佐和子）

議会広報クリニックを希望した５町村
　榛東村、下仁田町、長野原町、高山村、
　千代田町

　
新
年
の
ご
挨
拶

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
、
村
議
会
を
代
表
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ

り
村
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
議
員

一
同
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
異
常
気
象
に
よ
り
、
猛

暑
が
続
く
な
ど
四
季
が
夏
と
冬
の

二
季
化
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
熊

の
目
撃
情
報
が
報
じ
ら
れ
た
ほ

か
、
人
へ
の
危
害
や
死
亡
者
も
発

生
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
村
で
は
防
災
中
枢
機
能

施
設
整
備
事
業
が
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
12
月
20
日
に
し
ん
と

ぴ
あ
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
午
後
か

ら
施
設
の
利
用
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

議
会
は
村
民
の
立
場
に
立
っ

て
、
村
政
執
行
の
監
視
や
政
策
の

提
言
な
ど
、
協
力
し
て
住
み
良
い

村
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
年

も
し
っ
か
り
と
責
務
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
村
民
の
皆
さ
ま

が
幸
せ
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
、
議
員
一
同
祈
念
申
し

上
げ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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孝
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イベント時も普段も… 憩いの場
に。 みんなの広場、 みんなのテ
ラス。

「上の子と一緒に遊ばせられる
のが良い」 「大きい子向けのお
もちゃが欲しいな」 「休日に使
えて嬉しい」

ドリンクで乾杯しながら、 テラ
スでタブレット学習する中学生。

１人で集中して仕事や学習をす
る人、 向かい合って一緒に勉強
する子、 読書する人も。 「夜９
時まで使えてたくさん勉強でき
ます」

鬼ごっこする子たち。 何度落ちて
も再挑戦、 みんなでボルダリン
グ。 「室内のブランコが欲しいな」

南小や北小の子も下校後、 しん
とぴあを目指して歩いて集まって
いました。 勉強も遊びも目一杯。

ししんんととぴぴ
ああ 開館開館新しい公民

館
新しい公民

館2025.12.
20

2025.12.
20

中央公民館の老朽化などを背景に整備された「しん
とぴあ」は、村にとって大きな節目となる事業でし
た。今後の利用状況や運営についても、議会として
引き続き見守り確認していきます。

広報しんとうを
忘れずにチェック！
施設の詳細等はこちら
（2026.１月号 P2）

議会の視点

新井

しんとぴあ
案内看板

しんとぴあ
榛東村新井152番地

新井緑地
公園

至渋川

至渋川

至前橋

グラウンド榛東村
中学校

　

年
頭
に
あ
た
り
、
議
会
だ
よ

り
を
通
じ
て
村
政
や
議
会
の
動

き
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
と
と
も
に
、
防
災
や
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
発
信
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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集
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井
佐
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子
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波
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子
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実
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隆

委　
員　
宮
崎　
法
文

発
行
責
任
者

議　
長　
善
養
寺　
孝

榛東村議会　ホームページについて榛東村議会　ホームページについて
議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しています。
また、議会のしくみや議会用語などについても説明していますので、ぜひご覧ください。

榛東村議会
クリック

今号の
表紙

伝
え
た
い
、

つ
な
ぎ
た
い

地
域
に
息
づ
く
伝
統

　

新
春
伝
統
芸
能
発
表
会

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観

覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
伝
統
芸
能
を
学

ぶ
榛
東
中
生
徒
の
作
品

展
示
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
子

ど
も
獅
子
舞
や
若
手
の
舞

師
、
女
性
の
し
の
笛
奏
者

な
ど
、
世
代
を
越
え
た
担

い
手
が
集
ま
り
ま
し
た
。

“議会とつながる”多くのみなさんの声でより良い議会に！
ご意見ご感想をお聞かせください。　E-mail：gikai@vill.shinto.gunma.jp
次回の定例会は、３月上旬予定です。傍聴をお待ちしています。

みなさん

お詫びと訂正
　前号 （第112号） Ｐ10見出しに誤りがありました。 ここに訂正し、 お詫び申し上げます。 〔誤〕 ８月22日→ 〔正〕 ８月21日
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広
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荒
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社

２
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２
６
年
（
令
和
８
年
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２
月
５
日
発
行

し
ん
と
う
む
ら
議
会
だ
よ
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